
( 木 ) 天候 雨 21.9 ℃（8時現在） JA全農いわて 園芸部

品目 都中央計 前日 前日比 前年 前年比

きゅうり 377 238 158 386 98

トマト 351 222 158 429 82

ピーマン 143 79 180 131 109

なす 228 144 158 218 105

だいこん 282 275 103 373 76

キャベツ 670 505 133 747 90

レタス 356 239 149 355 100
ねぎ 171 151 113 167 102

計 5,046 4,232 119 6,040 84

　

きゅうり ：

トマト ：

ミニトマト ：

なす ：

ピーマン ：

キャベツ ：

ほうれんそう ：

レタス類 ：

アスパラガス ：

生しいたけ ：

本県産大田市場品目概況 他県産大田市場品目概況（参考）

品目 品目

きゅうり 5㌔ ＡＭ B袋 ♯ きゅうり 近在 5㌔ AM 福島 ♯

トマト 4㌔ ＡＬＭ １㌔ ○♯ トマト 栃木 4㌔ ALM 愛知 ○♯

ミニトマト 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ ○♯ ミニトマト 愛知 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ ○♯

ピーマン 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ △♯ ピーマン 茨城 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ △♯

な　す 4㌔ AL B袋 ♯ なす 高知 400㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ ♯

キャベツ 10㌔ ＡＬ △♯ キャベツ 茨城 10㌔ ＡL 群馬 △♯

だいこん 10㌔ ＡＬ ２L だいこん 青森 10㌔ ＡＬ A2L ♯

ほうれんそう 170㌘ ＡＭ 寒締め ♯ ほうれんそう 群馬 200㌘ ＡＭ 茨城 ♯

レタス 10㌔ Ａ16 ○ レタス 長野 10㌔ ＡＬ ○♯

非結球レタス 4㌔ AL サニー 500 AL リーフ 400 △♯ 非結球レタス 長野 4㌔ ＡL サニー 600 長野 リーフ 500 △♯

アスパラガス 100㌘ ＡＬ ○♯ アスパラガス 栃木 100㌘ ＡＬ 九州 ○♯

ズッキーニ ２㌔ ＡＭ △ ズッキーニ 群馬 ２㌔ ＡＭ 長野 △♯

生しいたけ 100㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ2㌔ △♯ 生しいたけ 秋田 100㌘ ＡＭ △♯

○＝上げ、○♯＝強もちあい、＃＝もちあい、△♯＝弱もちあい、△＝下げ
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東北産は立茎期となり減少、栃木産・九州産の夏芽も減少傾向となり、全体量は少なく荷動きに改善がみられることから、相場は「強もちあい」となった。

概況 概況

令和8年6月18日

全　般 ：

入荷状況は、ピーマン以外の果菜類は前段産地が終盤であることから落ち着いた入荷となっている。一方、非結球レタス類は潤沢な入荷が続いている。

販売状況は、消費地の天候が不安定であることから末端消費が鈍く荷動きが停滞している状況である。相場は入荷の薄い結球レタスで「上げ」、その他は概ね「もちあい～
弱もちあい」となった。

東北産・関東近在産中心に少なめの入荷となったが、気温上昇により末端の荷動きは鈍く、相場は「弱もちあい」となった。

関東近在産・福島産中心の入荷となり、量販店中心に一定の引き合いがみられるものの、相場は「もちあい」となった。

関東近在産・西南暖地産中心に落ち着いた入荷となり品質低下も散見されることから、後続となる東北産地への引き合いが強く、相場は「強もちあい」となった。

愛知産・熊本産中心の入荷となったが、熊本産が終盤で減少しているため、後続となる東北産地への引き合いが強く、相場は「強もちあい」となった。

高知産・群馬産中心に落ち着いた入荷となったが、先日相場を上げたことで荷動きが鈍化しているため、相場は「もちあい」となった。

茨城産はピークを越え日々入荷減となっているものの、末端の荷動きが停滞していることから、相場は「弱もちあい」となった。

千葉産・茨城産中心の入荷となったが、量販店中心に荷動きは鈍く、相場は「弱もちあい」となった。

群馬産・茨城産中心の入荷となり、徐々に露地作が減少していることから荷動きは改善傾向にあるものの、相場は「もちあい」となった。

長野産・群馬産中心に結球レタスは少なめの入荷となったが非結球レタスは潤沢な入荷が続いているため、相場は結球で「上げ」・非結球で「弱もちあい」となった。

い わ て 純 情 野 菜 市 況 速 報


